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広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
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公民館図書室だより

『Ⅰ』
道尾　秀介 著

　元刑事のホームレス・野宮と
出会った田釜。一家殺害事件の
生き残りで、硝子職人と暮らす
高校生の夕歌。2つの章を読む順
番で、結末が変わる物語。本文は、
2つの章を上下逆転して印刷。『小
説すばる』掲載を加筆・修正。

『ポンコルポン　せかいいち
はずかしがりやのかいじゅう』

キューライス 作
　ある日、海から大きな怪獣が現
れました。頭に青いおリボンをつ
けた女の子怪獣です。たくさんの
人に見られているのがわかると、
怪獣は島のかげに隠れてしまい···。
ボンバルボンの絵本、第3弾。

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります

おすすめ図書

おすすめ雑誌

新　着　図　書
☆Ｉ	 （道尾　秀介）
◦アフター・ユー	 （一穂　ミチ）
◦ジャスティス・マン	 （佐藤　厚志）
◦たとえば孤独という名の嘘	 （誉田　哲也）
◦細長い場所	 （絲山　秋子）
◦陽ちゃんからのそよ風	（山崎　ナオコーラ）
◦イオラと地上に散らばる光	 （安壇　美緒）
◦しっぽのカルテ	 （村山　由佳）
◦その針がさすのは	 （羽田　圭介） 
◦蜂蜜パイ	 （村上　春樹） 
◦ひとりでこの世に	 （谷川　俊太郎） 
◦エディシオン・クリティーク	（高田　大介） 
◦成瀬は都を駆け抜ける	 （宮島　未奈） 

☆ポンコルポン
　せかいいちはずかしがりやのかいじゅう	
	 （キューライス）
◦かけています
　（クスッとことばえほんシリーズ）	（市原　淳）
◦ばけばけばけばけばけたくん　おかしの巻	
	 （岩田　明子）
◦はらぺこえびすのおしょうがつ
　	 （はらぺこめがね）
◦バムとケロのさむいあさ	 （島田　ゆか）
◦きれてる（？と!のえほん 2）
　	 （鈴木　のりたけ）
◦にらめっこしましょあっぷっぷ
	 （山口　てつじ）
◦おもちのおふろ　新装版	 （苅田　澄子）

など合計22冊！ など合計11冊！

一 般 書 児 童 書

集英社 小学館

【お問い合わせ先】　中央公民館（ＴＥＬ：６３・３８１１）

開室日：月曜日～土曜日　午前８時30分～午後５時
閉室日：日曜日、祝日、年末年始、特別整理期間

　雑誌はバックナンバーが貸し出し可能です。
　ぜひ手に取ってみてください♪
　取り扱い雑誌は蔵書検索で確認できます。

日高町中央公民館図書室
蔵書検索はこちらから⇒
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